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中国経済産業局
林局長　祝辞

平田会長挨拶

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
（
伝
達
）

■
商
工
会
地
区
優
良
従
業
員
　
　
　
　
　
　
　
31
名

表
　彰

■
商
工
会
等
優
秀
職
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9
名

■
商
工
会
地
区
優
良
従
業
員
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名

■
商
工
会
等
功
労
者

川
中
　
康
三
（
沼
田
町
）　  

竹
内
　
一
雄
（
尾
道
し
ま
な
み
）

山
田
　
皇
彦
（
沼
田
町
）　  

橘
高
　
庸
泰
（
福
山
北
）

平
尾
　
　
岐
（
広
島
安
佐
）  

松
井
　
宏
司
（
福
山
北
）

垰
本
　
光
典
（
佐
伯
）　
　  

川
上
　
保
隆
（
神
石
高
原
）

尾
田
　
芳
隆
（
宮
島
町
）　  

瀬
尾
　
一
生
（
神
石
高
原
）

田
口
　
博
邦
（
宮
島
町
）　  

山
口
　
恵
徳
（
神
石
高
原
）

新
竹
　
俊
文
（
宮
島
町
）　  

横
山
　
義
正
（
神
石
高
原
）

平
田
　
裕
二
（
宮
島
町
）　  

池
田
　
博
信
（
上
下
町
）

山
本
　
義
信
（
安
芸
太
田
町
）  

佐
々
木
文
哉
（
三
次
広
域
）

歳
實
　
　
勲
（
安
芸
津
町
）  

今
重
　
真
人
（
三
次
広
域
）

住
田
　
　
誠
（
三
原
臨
空
）  

有
木
　
好
文
（
三
次
広
域
）

■
令
和
7
年
度
珠
算
検
定
実
施
優
良
商
工
会

神
辺
町
・
福
山
北
・
安
芸
津
町
・
世
羅
町

■
令
和
7
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
表
彰

〈
純
増
保
有
口
数
の
部
〉

　
最
優
秀
賞
　
北
広
島
町
　

　
優
秀
賞
　
　
神
石
高
原
・
福
山
北

　
　
　
　
　
　
大
崎
上
島
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・
府
中
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〈
新
規
加
入
率
の
部
〉

　
最
優
秀
賞
　
宮
島
町

　
優
秀
賞
　
　
大
崎
上
島
町
・
安
芸
津
町

　
　
　
　
　
　
神
石
高
原
・
沼
隈
内
海

〈
新
規
加
入
口
数
の
部
〉

　
最
優
秀
賞
　
高
陽
町

　
優
秀
賞
　
　
呉
広
域
・
大
崎
上
島
町

　
　
　
　
　
　
江
田
島
市
・
宮
島
町

〈
純
増
率
の
部
〉

　
最
優
秀
賞
　
神
石
高
原

　
優
秀
賞
　
　
北
広
島
町
・
福
山
あ
し
な

　
　
　
　
　
　
福
山
北
・
府
中
町

広
島
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

５
月
27
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市
中

区
基
町
）
に
て
出
席
者
34
名
の
も
と
、「
令

和
８
年
度
第
65
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
平
田
圭
司
会
長
は
、
中
東
情

勢
の
影
響
に
よ
る
資
源
・
物
流
コ
ス
ト
の
上

昇
や
供
給
網
の
混
乱
が
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
事

業
継
続
に
関
わ
る
切
実
な
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
や
国
に
対
し

て
、
物
流
の
目
詰
ま
り
解
消
や
価
格
転
嫁
対

策
、
資
金
繰
り
支
援
等
に
関
す
る
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据
え

な
が
ら
、
地
域
経
済
を
支
え
る
商
工
会
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
、
引
き
続

き
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
事
に
移
り
、
議
長
に
津
田
宏
氏

（
安
芸
太
田
町
商
工
会
長
）
を
選
任
し
、
令

和
７
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
正
副
会
長
研
修
会
を

開
催
し
、県
連
Ｄ
Ｘ
推
進
課
よ
り
「
商
工
会
・

県
連
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
・
生
成
Ａ
Ｉ
の
取
組
に

つ
い
て
」、「
生
成
Ａ
Ｉ
は
ど
こ
ま
で
使
わ
れ

て
い
る
の
か 

～
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
～
」、
経
営
力
推
進
課
よ
り
「
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
マ
ッ
チ
ポ
ー
ト
）
の
紹
介

と
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
の
林
局
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
祝
辞
及
び

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和８年度  第65回広島県商工会連合会通常総会令和８年度  第65回広島県商工会連合会通常総会
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令和７年度からスタートした、県連の５か年計画（第二次総合基本計画）における主要項目の昨年度実績と、
本年度の主な取り組みをご紹介します。

県連５か年計画（第二次総合基本計画）　 実績と　 取り組みについてＲ
７

Ｒ
８

Ⅰ．中小･小規模事業者の持続的発展 Ⅱ．中小・小規模事業者を支える
　　商工会組織の構築

自立・自走化による経営力強化1
R7▶重点支援先事業者の売上拡大・利益拡大割合ともに目標値

を達成
R8▶事業者間の取り引きを促進するマッチングシステムの本格

運用を開始

経営支援体制の構築支援1
R8▶商工会へのeSIM対応パソコン配備や遠隔相談体制の整備、

生成AIを活用した経営支援を促進

人材の育成および確保2
R8▶働きやすい環境整備に努め、職員の離職率低減を図る
　　また、研修カリキュラムの見直しやDX研修の拡充により、

職員の支援スキル向上を促進

組織基盤の強化3
R7▶商工会白書の刊行による商工会事業の見える化
R8▶コンプライアンス遵守の徹底に向けた研修を継続

財政基盤の強化4
R7▶旧県連会館売却益等の運用を開始
R8▶費用対効果を意識した事業内容の検証を継続し、更なる財

政の健全化を図る

商工会のリスク対策5
R7▶災害発生時の応援体制構築方針を策定
R8▶発災時における迅速な支援体制構築に向けた訓練等を継続

DXを活用した経営課題への対応2
R8▶県連設置のDXコーディネーターによる、事業者および職

員からの相談対応を継続

地域経済の基盤維持と新たな商慣習の構築3
R8▶事業者の実情に沿った事業展開を行うためブロックディス

カッションによる情報収集を継続

新たな販路・取引先の拡大支援　4
R8▶ひろしま夢ぷらざをハブとした販路開拓支援の継続や海外

展開を見据えた各種調査事業へ本格着手

リスクマネジメント支援、災害への対応5
R8▶共済推進アドバイザーによる各種共済制度の普及促進を継続

若手後継者の育成、女性活躍の推進6
R7▶ワーキング委員会を開催し、活動基本方針を策定
R8▶青年部・女性部創設60周年記念式典を開催するとともに基

本方針を発表予定

平田会長　中本広島県議会議長

旭日双光章

広島県商工会連合会 理事
安芸太田町商工会 会長
津田　宏 氏

　
令
和
８
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
当

連
合
会
理
事
で
安
芸
太
田
町
商
工
会
会

長
の
津
田
宏
氏
が
、
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
津
田
理
事
は
、
平
成

元
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
県
青
年
部
連

合
会
長
、
平
成
22
年
よ
り
安
芸
太
田
町

商
工
会
長
、
平
成
24
年
よ
り
当
連
合
会

理
事
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
長
年
に

わ
た
り
商
工
会
の
発
展
や
、
地
域
経
済

及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
発
展

に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
て
お
り
、
令
和

２
年
に
は
藍
綬
褒
章
も
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
の
栄
誉
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
う

　中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

「
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
う

　中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

要
望
書
の
骨
子

1．資金繰り支援
2．固定費支援
3．雇用維持支援
4．価格転嫁対策
5．相談体制の強化

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
中
東
情
勢
の

緊
迫
化
に
伴
う
、
原
油
・
ナ
フ
サ
価
格
の
高

騰
、
原
材
料
・
部
材
不
足
、
物
流
停
滞
等
の

深
刻
化
に
よ
り
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
極
め
て
大
き
な
影
響

が
生
じ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
令
和
８
年
５

月
22
日
に
、「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援

に
関
す
る
要
望
書
」
を
広
島
県
知
事
・
広
島

県
議
会
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

人
ひ  と

平野　　陽
ひら の あきら

広島県商工会連合会
事務局長に就任

　「商工会員でよかった、職員でよかっ
たと思ってもらえる組織にしたいと
思っています」
　県外のアパレル会社勤務を経て、平
成11年にＵターンし、地元の世羅西町
商工会へ経営支援員として入職。平成
14年に経営指導員となり、新市商工会
へ。「中山間地と都市部、支援員と指
導員、どちらも経験していることが自
分の強み」と話します。平成23年に県
連配属となり、今年の４月、事務局長
に就任。「迷ったら動く」を信条に挑
戦を続けています。
　商工会の強みは、突き詰めると社会

的な「信用の
高さ」だと語
り「商工会が
やっているこ
とは本当にす
ごいのに、職
員はみんな謙
虚。もっと外
部にアピール
していきたい
ですね」
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●実現した支援策  その2 ●実現した支援策  その1
中小・小規模事業者等の計画的経営改善応援補助金

県予算額8億2,156万4千円
小規模事業者等支援体制強化事業

県予算額5,400万円（そのうち商工会分3,500万円）

　物価高騰や人手不足など、厳しい経営環境の中でも、事業計
画を立てて経営改善に取り組む広島県内の中小企業・小規模
事業者を支援
　特に、デジタルを活用した省力化など、生産性向上によって
賃上げにつなげる取り組みを後押し
　今回の要望で実現したのは、一般型通常枠とデジタル枠
　対象経費は設備投資、人材育成、販路開拓などに必要な費用

　小規模事業者が抱える課題を、より早く、より効果的に解決
するために、商工団体の支援体制を強化
　以下の取り組みを強化
　　①場所にしばられない遠隔支援の環境整備
　　②モバイルワーク環境の整備
　　③より高度な経営課題に対応できる経営指導員の育成

商工団体
支援体制強化

遠隔支援
環境整備

経営指導員
育成

一般型通常枠
50万円

一般型デジタル枠
150万円

補助率4分の3
（小規模事業者）

県内小規模事業者の声

ブロックディスカッション

広島県への支援策の要望

毎年開催

経営の課題や支援のニーズ

34商工会の意見を集約

県連合会→広島県

●意見聴取から要望までの流れ●

事業者
 の声

　
広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
内
の
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
声
を
も
と

に
、
広
島
県
へ
支
援
策
の
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
要
望
の
一
部
が

県
の
支
援
策
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　
要
望
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
県
内
34
商
工
会
を
８
つ
の
地
域
に
分
け
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
す
。
こ
れ
は
、
各
商
工
会
の
会

長
・
副
会
長
と
連
合
会
が
意
見
交
換
を
行
う
場
で
、
地
域
ご
と
の
事
業
者
が
抱
え
る

課
題
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
意
見
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
の

一
つ
が
、
小
規
模
事
業
者
が
活
用
し
や
す
い
補
助
金
の
創
設
で
し
た
。

　
広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ
う
し
た
現
場
の
声
を
整
理
し
、
広
島
県
や
県
議

会
に
対
し
て
、
①
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
申
請
が
簡
便
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
補
助
金
の
創
設
、
②
商
工
会
支
援
体
制
の

強
化
の
た
め
、
ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
対
応
パ
ソ
コ
ン
、
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
環
境
整
備
支
援
を
要

望
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
実
現
し
た
の
が
下
図
の
２
つ
の
支
援
策
で
す
。

　
一
つ
の
商
工
会
や
一
社
だ
け
の
声
で
は
な
く
、
県
内
34
商
工
会
団
体
と
し
て
意
見

を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
も
ら
い
や
す

く
な
り
、
よ
り
強
く
、
よ
り
広
く
県
に
届
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
島
県
商
工
会
連

合
会
は
、
現
場
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
経
営
を
支
え
る
制
度
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
要
望
が

　
　
　 

県
の
支
援
策
と
し
て
実
現
！

TOPICS注 目 情 報

��商工会の
想いを
ひとつに
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INFORMATION 事業のお役立ち情報

広
島
県
が
中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
る

県
内
事
業
者
向
け
融
資
制
度
の
要
件
を
新
設

マ
ル
経
融
資
「
賃
上
げ
貸
付
利
率
特
例
制
度
」

当
初
２
年
間
、
基
準
金
利
か
ら
0.5
％
引
下
げ

　
広
島
県
で
は
中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
県
内
中
小
企
業
者
等
を

支
援
す
る
た
め
、
県
費
預
託
融
資
制
度
に
新
た
な
要
件
を
設
け
ま
し

た
。

　
本
要
件
は
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
り
売
上
や
受
注
の
減
少
、
原

材
料
費
の
高
騰
、
資
金
繰
り
の
悪
化
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
、
県
内
の

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
県

内
商
工
会
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
相
談
を
取
り
ま
と
め
、
県
連
が
広
島

県
へ
要
望
を
行
っ
た
結
果
、
６
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
（
関
連
P3
）。

経
営
の
安
定
・
維
持
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
マ
ル
経
融
資
は
、
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
い
る
小
規
模
事

業
者
が
、
経
営
改
善
に
必
要
な
資
金
を
無
担
保
・
無
保
証
人
で
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。（
融
資
機
関　
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　
自
社
従
業
員
の
賃
上
げ
に
取
組
む
方
は
、「
賃
上
げ
貸
付
利
率
特

例
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
併
用
し
た
場
合
、
マ
ル
経
基
準
利
率

か
ら
、
0.5
％
引
下
げ
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
賃
上
げ
済
み
の
方
、
今

後
賃
上
げ
を
検
討
す
る
方
の
ど
ち
ら
も
対
象
で
す
。
金
利
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
制
度
で
す
の
で
、
マ
ル
経
融
資
と
合
わ
せ
て
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
お
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
。

広島県制度融資【緊急経営基盤強化資金】
新設  中東情勢による売上減少等（Ｒ８年６月２日から）

要　件

中東情勢の影響により、最近１か月の売上高又は売上総利
益額（粗利益）が前年同期に比べて10％以上減少しており、
かつ、その後２か月を含む３か月間の売上高又は売上総利
益額（粗利益）が前年同期に比べて５％以上減少すること
が見込まれるが、中長期的にはその業況が回復する見込み
がある者。
なお、「最近１か月」とは、直近３か月以内の１か月間をい
う。

融資限度額 4,000万円
使途・融資期間 運転資金　10年（うち据置１年）

貸出利率
（固定金利、

％／年）

信用保証付き 信用保証なし
【３年以内】    　　 1.1％
【３年超５年以内】  1.3％
【５年超７年以内】  1.5％
【７年超10年以内】 1.7％

左記に＋0.3％

申　込　先 県内金融機関へ直接お申し込みください
（銀行、信用金庫、信用組合、商工中金）

お問い合わせ先 制度融資に関すること
広島県商工労働局　経営革新課　TEL 082-513-3321

マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資制度）

融資対象
商工会の経営指導を受けている小規模事業者

（常時使用する従業員商業サービス業 : ５人以下※、製造業・その他：
20人以下）　（※）宿泊業および娯楽業にあっては20人以下

融資限度額 2,000万円
使途・融資期間 運転資金及び設備資金　10年（うち据置２年）

利率（年） 2.60％（令和８年７月１日現在）
担保・保証人 無担保・無保証人

賃上げ貸付利率特例制度（マル経融資制度と併用）

対象者
次のいずれかに

該当する方

賃上げ見込みの方 賃上げ済みの方
雇用者給与等支給総額が、最
近の決算期と比較して次の決
算期に2.5％以上増加する見
込みがあること

雇用者給与等支給総額が、前
期と比較して最近の決算期に
2.5％以上増加していること

貸付利率 マル経基準利率から▲0.5％（貸付日から２年間）

ポイント

雇用者数の増加によって、企業全体の雇用者等支給額が増
加した場合も要件を満たします
雇用者には、パート、アルバイト及び日雇い労働者も含み
ますが、法人の役員及び個人事業主の家族従業員は含みま
せん
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５/７
開催

令和８年度県青連通常総会
第１回商工会青年部研修会

　
５
月
７
日
㈭
、
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
に
て
、
広
島
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
「
令
和
８
年
度
通
常
総
会
・
第
１
回
商
工

会
青
年
部
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　
第
１
回
研
修
会
で
は
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
覚
悟
が
未
来

を
変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
有
限
会
社
中
部
機
電 

代
表
取
締

役
で
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
筆
頭
副
会
長
の
安
江
陽
氏
を

パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
奥
本
隆

三
会
長
、
上
田
竜
也
顧
問
を
交
え
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
覚

悟
や
不
安
、
青
年
部
活
動
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
決

断
の
背
景
に
触
れ
な
が
ら
、
自
ら
の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
催
し
た
通
常
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告

書
や
収
支
決
算
書
等
の
承
認
を
は
じ
め
、
広
島
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
役
員
資
格
運
用
基
準
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
、

円
滑
に
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
典
で
は
、
令
和
７
年
度
に
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を

受
け
た
青
年
部
員
や
、
青
年
部
員
増
強
運
動
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
青
年
部
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
顕
彰
の
受
賞

者
を
紹
介
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
、
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
は
、
５
部
門
中
４
部
門
で
受
賞

し
、
部
員
増
加
比
率
部
門
に
お
い
て
は
180
％
増
加
と
い
う
高
い

実
績
を
記
録
し
ま
し
た
。

「
覚
悟
が
未
来
を
変
え
る
」

　
　
　
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
熱
い
対
話

議
案
を
原
案
通
り
承
認
可
決

　

 

表
彰
式
で
青
年
部
の
功
績
を
た
た
え
る

　
式
典
後
に
は
来
賓
を
交
え
た
交
流
会
を
開
催
し
、
県
内
外
の

関
係
者
と
青
年
部
員
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
各
地
域
協

議
会
に
よ
る
活
動
事
例
の
発
表
も
行
わ
れ
、
地
域
を
越
え
た
情

報
共
有
や
連
携
強
化
に
つ
な
が
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
「
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
青
年
部

活
動
の
活
性
化
と
地
域
振
興
に
向
け
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

式
典
後
の
交
流
会
で
は

        

各
地
域
協
議
会
が
活
動
事
例
を
発
表

【令和８年度青年部被表彰者・被顕彰者一覧】
経営革新計画策定 田邊　康一（高陽町）

　　　  〃 甲斐　直樹（安芸津町）

　　　  〃 大畑　乃愛（上下町）

部員数の増加（純増）数 広島安佐商工会

新規加入部員数 　　　〃

部員増加比率 　　　〃

女性部員新規加入数 五日市商工会

若手部員（20代） 広島安佐商工会

新規加入数 黒瀬商工会

人づくり部門 緒方　　翔（三次広域）

ネットワークづくり部門 平重　大樹（安芸津町）

まち（地域）づくり部門 三次広域商工会

感　謝　状
24時間耐久チャリ
ティーソフトボール
大会実行委員会

表彰者の皆さん
左から
小田樹成部長（五日市）
坂根　徹部長（黒瀬）
奥本隆三会長
霜下信二部長（広島安佐）

トークセッションの様子
左から
上田竜也顧問
安江陽氏
奥本隆三会長
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５/18
開催

令和８年度県女性連通常総会
主張発表県大会・第１回研修会

　
５
月
18
日
㈪
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
、
広

島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
「
令
和
８
年
度 

第
60
回
通
常
総

会
・
第
26
回
主
張
発
表
広
島
県
大
会
・
第
１
回
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報
告

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
と
し
て
、
越
智
俊
之
参
議
院
議
員
、
横
田
美
香

広
島
県
知
事
（
代
理
：
和
田
貴
博
商
工
労
働
局
経
営
革
新
課
担

当
課
長
）、
平
田
圭
司
県
連
会
長
を
お
迎
え
し
、
県
女
性
連
会
長

表
彰
に
係
る
表
彰
式
並
び
に
中
央
表
彰
の
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
で
は
「
優
良
女
性
部
」
を
受
賞

し
た
三
次
広
域
商
工
会
女
性
部
と
「
女
性
部
功
労
者
」
を
受
賞

し
た
３
名
の
部
長
が
登
壇
。
ま
た
、
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
女
性
部
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
10
名
に
対
し
、
県
女
性
連
会

長
表
彰
が
贈
ら
れ
、会
場
内
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
来
賓
も
交
え
て
昼
食
懇
親
会
を
開
催
。
１
６
０
名
を

超
え
る
参
加
者
同
士
で
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
主
張
発
表
県
大
会

で
は
、
高
橋
里
子
さ
ん
（
世
羅

町
）、
松
本
早
苗
さ
ん
（
安
芸

高
田
市
）、世
良
正
美
さ
ん
（
熊

野
町
）
の
３
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
や
活
動
へ
の
熱
意
を
込

め
て
発
表
。
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
松
本

さ
ん
は
「
つ
な
が
る
力
、
備
え

る
知
恵
～
女
性
部
が
担
う
防
災

の
一
歩
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
少

人
数
で
も
知
恵
と
工
夫
、
そ
し

て
地
域
や
団
体
同
士
の
つ
な
が

り
が
力
に
な
る
と
訴
え
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
日
常
の
延
長

で
あ
る
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
９
月
に
香
川
県

で
開
催
さ
れ
る
中
国
・
四
国
大
会
へ
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
す
。

通
常
総
会
開
催

    

表
彰
と
懇
親
会
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き

主
張
発
表
大
会
で
３
名
が
活
動
を
熱
弁

     

松
本
さ
ん
（
安
芸
高
田
市
）
が
最
優
秀
賞

　
さ
ら
に
研
修
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
防
災
減
災

支
援
協
会
の
柳
迫
長
三
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
県
女
性
連
が

今
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
る
「
防
災
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
有
事
の
際
の
心
構
え
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
備
蓄

や
避
難
所
生
活
の
工
夫
な
ど
、
実

践
的
な
内
容
に
触
れ
、
参
加
者
か

ら
は
「
地
域
活
動
に
生
か
し
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
地
域
で
活
動
す
る
女
性
部

員
に
と
っ
て
、
防
災
を
自
分
ご
と

と
し
て
考
え
、
日
頃
か
ら
備
え
る

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
を
学
ぶ

   
日
頃
の
備
え
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
研
修
会

広島県商工会女性部連合会長表彰

　河野千恵美（祇園町）
　増田　文子（祇園町）
　山根　由美（広島安芸）
　中本美和子（江田島市）
　高山　芳枝（呉広域）

　広沢　松代（呉広域）
　御園　千秋（安芸津町）
　三好　るみ（安芸津町）
　巾下美和子（沼隈内海）
　野草　素子（沼隈内海）

全国商工会連合会長表彰

■女性部功労者　３名
　（左から）
　木村佐代子部長（五日市）
　上室　雅美部長（三原臨空）
　吉本トキコ部長（備北）

■優良女性部　１女性部
　三次広域商工会女性部
　（左から）
　�松井美椰子県女性連会長
　砂川智子部長（三次広域）

避難用簡易テントを体験
最優秀賞を受賞した松本さんと応援に駆け付けた
安芸高田市商工会女性部のみなさん

■女性部功労者　10名  ＜順不同、敬称略＞
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あ
な
た
の「
売
り
た
い
」を
全
力
応
援
！

〜
令
和
８
年
度
販
路
開
拓
支
援
事
業
〜

県
連
で
は
、
県
内
小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
と
商

品
力
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
の
支
援
事
業
を
、
令

和
８
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自社では気づきにくい商品の魅力や課題を、試食
やアンケート等により一般消費者が評価。その率
直な声を専門家が分析し、味や価格、パッケージ、
ネーミング、表示等様々なポイントを、改善提案
報告書として分かりやすくフィードバックします。

テストマーケティング 実施時期
7/24・8/21

一般消費者の
本音が聞ける ！

首都圏・関西圏等の小売・流通業バイヤーとのオ
ンライン商談会。事前に商品情報の共有やマッチ
ングを行い、効率的に具体的な提案や取引につな
げます。事前セミナーや商談後フォローアップ、
オンライン商談に不安のある事業者へのサポート
も万全です。

オンライン商談会 実施時期
８月・２月予定

実施場所に
  とらわれない ！

ひろしま夢ぷらざの商品を使用したレシピを一般
消費者から募集するコンテストを開催。県産品へ
の関心を高め、商品の認知度向上と購買促進につ
なげます。受賞レシピはレシピカードを作成して
店頭配布し、商品の利用機会拡大と売上向上を支
援します。

第4回夢夢チャレンジ ！ 実施時期
７月～募集

コンテストで
  認知度ＵＰ ！

試作費用等の
  一部を支援 ！

テストマーケティングの分析結果を基に「売れる
商品づくり」を支援します。選定された商品は、
試作費、パッケージデザイン費、専門家派遣に係
る費用等の一部を支援。さらに県連主催の商談会
へ優先的に誘致し、事業を継続的な販路開拓へつ
なげます。

特産品開発事業 実施時期
８月募集予定

全国のバイヤー
  広島に集結 ！

全国から、百貨店やスーパー、小売業者等のバイ
ヤーがひろしま夢ぷらざに来店。店舗をショールー
ムに見立て、気になった商品を実際に手に取って
もらうことで新たなビジネスチャンスを創出しま
す。売り場目線の助言を得られる貴重な機会です。

バイヤーズ・デイ 実施時期
11月予定

夢ぷらざで
  テスト販売 ！

毎月テーマに沿った商品を募集し、ひろしま夢ぷ
らざ店内特設コーナーで、テスト販売を実施しま
す。販売期間中の売上データに加え、来店者や店
舗スタッフの意見も収集し、評価シートとして
フィードバック。常設販売やバイヤーへの商品紹
介のチャンスも。

新商品チャレンジスペース 実施時期
通年(1か月単位)

夢ぷらざ
     推しの逸品！

島のあかもく椎茸
　大崎上島で採れた海藻の「あかもく」と、同島
で手間暇惜しまず育てられた「文田しいたけ」を、
島で100年以上続く老舗「岡本醤油醸造場」の天然
醸造醤油でじっくりと炊き上げた、主な材料すべ
てが大崎上島産の佃煮です。
　あかもくのシャキシャキとした食感と、椎茸の
やわらかな食感の組み合わせが絶妙で、ご飯との
相性も抜群。醤油の風味で素材の美味しさを引き
立てた味付けはお酒のおつまみにもぴったりです。
　大崎上島の海と山の幸両方をぎゅっと詰め込ん
だおいしさを是非味わってみてください。

販売者

有限会社　かとくや
代表取締役　加藤　健二
（豊田郡大崎上島町中野）

販売価格／内容量

700円（税込）／ 100g

夢ぷらざHP Instagram
「あかもく」とは…
ネバネバとシャキシャキが同居し
た唯一無二の食感が特徴の海藻。
日本各地の沿岸に自生し、栄養価
の高さでも大注目。夢ぷらざで販
売している冷凍品も大人気。
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用
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広
島
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中
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十
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あ
な
た
の「
売
り
た
い
」を
全
力
応
援
！

〜
令
和
８
年
度
販
路
開
拓
支
援
事
業
〜

県
連
で
は
、
県
内
小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
と
商

品
力
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
の
支
援
事
業
を
、
令

和
８
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自社では気づきにくい商品の魅力や課題を、試食
やアンケート等により一般消費者が評価。その率
直な声を専門家が分析し、味や価格、パッケージ、
ネーミング、表示等様々なポイントを、改善提案
報告書として分かりやすくフィードバックします。

テストマーケティング 実施時期
7/24・8/21

一般消費者の
本音が聞ける ！

首都圏・関西圏等の小売・流通業バイヤーとのオ
ンライン商談会。事前に商品情報の共有やマッチ
ングを行い、効率的に具体的な提案や取引につな
げます。事前セミナーや商談後フォローアップ、
オンライン商談に不安のある事業者へのサポート
も万全です。

オンライン商談会 実施時期
８月・２月予定

実施場所に
  とらわれない ！

ひろしま夢ぷらざの商品を使用したレシピを一般
消費者から募集するコンテストを開催。県産品へ
の関心を高め、商品の認知度向上と購買促進につ
なげます。受賞レシピはレシピカードを作成して
店頭配布し、商品の利用機会拡大と売上向上を支
援します。

第4回夢夢チャレンジ ！ 実施時期
７月～募集

コンテストで
  認知度ＵＰ ！

試作費用等の
  一部を支援 ！

テストマーケティングの分析結果を基に「売れる
商品づくり」を支援します。選定された商品は、
試作費、パッケージデザイン費、専門家派遣に係
る費用等の一部を支援。さらに県連主催の商談会
へ優先的に誘致し、事業を継続的な販路開拓へつ
なげます。

特産品開発事業 実施時期
８月募集予定

全国のバイヤー
  広島に集結 ！

全国から、百貨店やスーパー、小売業者等のバイ
ヤーがひろしま夢ぷらざに来店。店舗をショールー
ムに見立て、気になった商品を実際に手に取って
もらうことで新たなビジネスチャンスを創出しま
す。売り場目線の助言を得られる貴重な機会です。

バイヤーズ・デイ 実施時期
11月予定

夢ぷらざで
  テスト販売 ！

毎月テーマに沿った商品を募集し、ひろしま夢ぷ
らざ店内特設コーナーで、テスト販売を実施しま
す。販売期間中の売上データに加え、来店者や店
舗スタッフの意見も収集し、評価シートとして
フィードバック。常設販売やバイヤーへの商品紹
介のチャンスも。

新商品チャレンジスペース 実施時期
通年(1か月単位)

今日から仕事がちょっと楽に！生成ＡＩの使い方を毎号お届け

今回の
テーマ AIで始める原価計算の第一歩

ワンポイント

生成AIは事実と異なる回答をすることもあります。

■不足している情報はある？
■不明な項目は推測せずに
　「不明」と表示して

などを加えると、より正確な
回答につながります。

✓
✓

物価高の時代こそ、まずは１品の原価を正しく知ることが出発点。
生成ＡＩに材料・使用量・単価・販売価格を伝えるだけで、
原価・原価率・粗利益を整理できます。
プロンプトは４コマのような文章でも
・肉玉そばに必要な材料を出力して
 ・仕入データをもとに材料ごとの使用量と単価を表にして
・販売数をもとに肉玉そば１枚の原価を計算して
・販売価格700円の場合の原価率・粗利益を計算して
などの箇条書きで段階ごとに出力してもＯＫ！
まずは気軽にＡＩに質問し、会話しながら相談するイメージです。

新たな価値を
デジタルでカタチにする
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商工会の共済制度

詳しい保障内容や
お問い合わせはこちらから

新登場 3,000
共済掛金

月  々

円

■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会 広島県共済組合員相談室 0120-708030

健康に不安があっても加入しやすい健康に不安があっても加入しやすい

かがやき
緩和告知タイプ緩和告知タイプ

経営者様・従業員様・ご家族様をお守りする
福祉共済「生命」保障 商工貯蓄共済：引受保険会社

ミ ナ ジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社 （コールセンター） – –
受付時間：平日 ： 〜 ： 土曜 ： 〜 ： （日・祝・年末年始を除く）

　
２
０
２
２
年
に
参
議
院
議
員
と
な
っ

て
以
降
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
さ

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
の
活
動
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、

「
地
域
の
生
活
を
守
る
こ
と
は
、
す
な

わ
ち
地
域
の
事
業
者
を
守
る
こ
と
」
と

い
う
考
え
で
す
。
事
業
者
の
皆
様
は
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
従
業
員
の
雇

用
を
通
じ
て
地
域
経
済
を
支
え
て
い
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
消
防
団
、

祭
り
の
継
承
な
ど
の
役
割
を
担
い
、
地

域
を
支
え
る
存
在
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

私
は
皆
様
を
全
力
で
お
支
え
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず

事
業
者
の
声
を
聞
き
、
意
見
を
伺
い
、

制
度
設
計
や
運
用
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
事
業
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
、
商
売
を
続
け
る
た
め

に
挑
戦
し
た
い
人
が
踏
み
出
せ
る
環
境

を
つ
く
り
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
政

治
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
に
支
援
策
を
届
け
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
か
？

　

国
の
支
援
は
補
助
金
だ
け
で
は
な

く
、
税
制
や
取
引
環
境
整
備
の
た
め
の

政
策
づ
く
り
な
ど
、
い
く
つ
も
の
手
段

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
の
前
提
と
な

る
予
算
の
確
保
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
私
は
、
経
営
支
援
の
根
幹

は
「
経
営
環
境
を
整
え
る
こ
と
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
利
益
を
生
み

出
し
、
賃
上
げ
の
原
資
を
つ
く
る
た
め

の
設
備
投
資
な
ど
に
活
用
で
き
る
補
助

金
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
も
、
人
件
費
や

物
価
の
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
で
き
る

よ
う
、
交
渉
の
土
台
と
な
る
ル
ー
ル
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
者
が
大
き

な
リ
ス
ク
を
取
ら
な
く
て
も
、
ま
じ
め

に
が
ん
ば
れ
る
環
境
づ
く
り
に
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
食
料

品
店
、
交
通
、
医
療
・
介
護
な
ど
の

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
」
を

担
う
事
業
者
に
支
援
を
届
け
よ
う
と
、

今
ま
さ
に
制
度
化
に
向
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
基
盤
が
揺
ら
げ
ば
、

事
業
も
生
活
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
国
家
戦
略
の
規
模
で
は
、
米

国
へ
の
投
資
や
、
半
導
体
、
国
土
強
靭

化
な
ど
成
長
分
野
へ
の
国
の
投
資
も
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
が
生
ま

れ
る
よ
う
働
き
か
け
、
成
長
の
入
口
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
経
営
者
の
世
代

交
代
を
円
滑
に
す
る
事
業
承
継
税
制
の

継
続
や
、
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
な
ど
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
小
規
模
事
業
者
の

立
場
か
ら
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　
世
の
中
の
大
き
な
流
れ
か
ら
、
地
域

の
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
見
通
し
た
う
え

で
、誰
も
が
挑
戦
で
き
る
環
境
を
整
え
、

維
持
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
生
活
を
守
る

た
め
に
、
地
域
の
事
業
者
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
月
刊
商
工
会
」
２
０
２
６
年
４
月
号
よ
り

抜
粋

おちとしゆき1978年生まれ、広島県
江田島市出身。全国商工会青年部連
合会会長（第22代）を務めた後、
2022年に参議院議員に初当選。こ
れまで、小規模企業を支援する参議
院の会事務局長代理などを歴任。現
在は経済産業大臣政務官及び内閣府
大臣政務官を務める。

越
智
俊
之
　
参
議
院
議
員
に
聞
く
広
島
県
商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ

ちいさな企業に届く
支援制度にかける思い



11 SHOKO　広島県商工連会報　JULY 2026



12SHOKO　広島県商工連会報　JULY 2026


